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森
下
執
行
役
員

気
候
変
動
対
策
有
識
者
会
議

産
業
界
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

炭
素
ゼ
ロ
で
な
く
循
環
を

森
川
日
化
協
会
長
が
強
調

堅
牢
性
・
離
脱
性

兼
備
の
保
護
基

理
研
な
ど
開
発

ク
ノ
ー
ベ
ル
は
２
〜
５０
�

�
の
気
孔
で
あ
る
メ
ソ
孔
が

つ
な
が
る
連
通
孔
構
造
の
多

孔
質
炭
素
粉
末
材
料
。
２
０

０
０
度
Ｃ
レ
ベ
ル
の
高
温
処

理
に
よ
り
部
分
的
に
黒
鉛
化

す
る
こ
と
で
、
従
来
の
カ
ー

ボ
ン
担
体
以
上
の
酸
化
反
応

耐
性
と
同
等
の
電
気
伝
導
性

を
有
す
る
。
Ｆ
Ｃ
用
触
媒
担

体
へ
の
適
用
は
、
１４
年
の
サ

ン
プ
ル
生
産
開
始
時
か
ら
取

り
組
む
。
当
初
よ
り
、
触
媒

を
メ
ソ
孔
内
部
ま
で
均
一
分

散
で
き
る
こ
と
や
優
れ
た
酸

化
反
応
耐
性
に
よ
り
酸
化
消

耗
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｃ
の
低
白

金
化
や
高
出
力
化
、
高
耐
久

性
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
た
。
近
年
は
脱
ガ
ソ
リ
ン

車
の
開
発
進
展
を
背
景
に
、

受
注
量
が
毎
年
倍
増
し
て
お

り
、
今
年
に
入
り
車
載
に
加

え
定
置
用
向
け
次
世
代
型
触

媒
担
体
へ
の
広
が
り
も
見
え

て
き
た
。

現
在
、
東
洋
炭
素
で
は
、

本
社
（
大
阪
市
）
に
最
大
で

月
産
２
�
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ

ラ
ン
ト
を
設
置
し
、
開
発
案

件
に
向
け
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

品
を
提
供
し
て
い
る
。
触
媒

担
体
は
、
燃
料
電
池
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
１
台
に
つ
き
数
十
�

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
市
販
車
搭
載
に
向
け
た
要

求
コ
ス
ト
は
、
グ
ラ
ム
当
た

り
２
０
０
〜
３
５
０
円
と
想

定
さ
れ
る
。
森
下
隆
広
執
行

役
員
・
グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
本

部
長
は
「
独
自
の
プ
ロ
セ
ス

技
術
に
よ
り
、
量
産
品
は
市

販
車
搭
載
に
対
応
で
き
る
価

格
帯
で
提
供
で
き
る
」
と
話

す
。脱

ガ
ソ
リ
ン
車
と
し
て
普

及
が
期
待
さ
れ
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ

は
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

と
比
較
し
て
短
時
間
で
の
充

填
で
長
距
離
走
行
を
可
能
に

す
る
こ
と
か
ら
、
商
用
車
へ

の
適
用
が
進
む
。
こ
れ
ま
で

の
乗
用
車
向
け
Ｆ
Ｃ
触
媒
の

開
発
テ
ー
マ
は
、
コ
ス
ト
削

減
を
視
野
に
入
れ
た
低
白
金

化
が
多
か
っ
た
が
、
森
下
執

行
役
員
は
「
最
近
、
大
型
商

用
車
へ
の
搭
載
を
意
識
し
た

高
出
力
化
が
中
心
に
な
っ
て

き
た
」と
い
う
認
識
を
示
す
。

採
用
に
向
け
た
課
題
は
連

通
孔
構
造
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

で
、
と
く
に
触
媒
担
持
工
程

に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
同
社
で
は
、

Ｆ
Ｃ
触
媒
を
手
が
け
る
エ
ヌ

・
イ
ー
ケ
ム
キ
ャ
ッ
ト
と
共

同
で
、
ク
ノ
ー
ベ
ル
に
白
金

を
担
持
し
た
Ｆ
Ｃ
触
媒
「
Ｍ

Ｈ
�
１８
�
Ｐ
Ｔ
５０
」
の
試
薬

販
売
も
進
め
る
。
ク
ノ
ー
ベ

ル
の
導
入
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
だ
け
で
な
く
「
確
実
な
性

能
評
価
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
ク
ノ
ー
ベ
ル
の
触
媒
担

体
受
注
へ
の
呼
び
水
と
な
っ

て
い
る
」（
同
）。東
洋
炭
素
で

は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト

を
活
用
し
顧
客
要
望
に
き
め

細
か
く
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に

対
応
す
る
こ
と
で
、
開
発
が

加
速
す
る
次
世
代
Ｆ
Ｃ
で
の

採
用
を
確
実
に
獲
得
し
て
い

く
。

（
阿
桑
健
太
郎
）

従
来
の
燃
料
電
池
（
Ｆ
Ｃ
）
と
同
等
サ
イ
ズ
で
３
倍
の
出
力

と
２
倍
の
耐
久
性
を
実
現
す
る
触
媒
担
体
の
実
車
搭
載
が
見
え

て
き
た
。東
洋
炭
素
が
開
発
し
た
次
世
代
型
触
媒
担
体
向
け
「
ク

ノ
ー
ベ
ル
」
は
、
高
出
力
、
高
耐
久
性
が
求
め
ら
れ
る
商
用
車

用
Ｆ
Ｃ
で
の
採
用
を
視
野
に
２
０
２
３
年
度
の
商
業
生
産
開
始

を
計
画
す
る
。サ
ン
プ
ル
を
供
給
す
る
Ｍ
Ｅ
Ａ
（
電
極
接
合
体
）

メ
ー
カ
ー
や
電
池
メ
ー
カ
ー
で
の
開
発
は
、
ス
ペ
ッ
ク
決
め
な

ど
最
終
段
階
へ
と
進
む
。
同
社
で
は
、
市
販
車
用
Ｆ
Ｃ
を
想
定

し
た
コ
ス
ト
要
求
に
も
対
応
で
き
る
量
産
技
術
を
確
立
し
て
お

り
、
２５
年
度
に
は
現
状
比
５
倍
の
売
上
規
模
に
成
長
さ
せ
る
。

日
本
の
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
、
そ
の
７
割
が
燃
料
利

用
も
含
め
て
焼
却
処
理
さ
れ
て

き
た
。
廃
プ
ラ
や
廃
ゴ
ム
な
ど

を
貴
重
な
資
源
と
捉
え
、
化
学

品
原
料
と
し
て
再
利
用
す
る
技

術
と
し
て
期
待
が
高
ま
る
の
が

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
Ｃ

Ｒ
）。Ｃ
Ｒ
の
な
か
で
も
、
本
命

視
さ
れ
る
の
が
廃
プ
ラ
を
高
温

で
熱
分
解
し
て
油
化
す
る
技
術

で
あ
り
、
既
存
の
ナ
フ
サ
分
解

炉
を
利
用
で
き
る
利
点
が
あ
る

と
し
て
、
国
内
外
の
エ
チ
レ
ン

セ
ン
タ
ー
で
も
技
術
導
入
の
検

討
が
緒
に
就
い
た
。

７
月
末
、
２
０
５
０
年
の
カ

ー
ボ
ー
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
を
目
指
す
と
宣
言
し
た
昭
和

電
工
。
目
標
達
成
の
鍵
と
な
る

技
術
と
し
て
掲
げ
た
の
が
Ｃ
Ｒ

だ
。
同
社
は
す
で
に
、
廃
プ
ラ

か
ら
水
素
と
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２

）
を
取
り
出
す
Ｃ
Ｒ
の
ガ

ス
化
技
術
を
確
立
し
て
い
る

が
、
加
え
て
、
廃
プ
ラ
の
油
化

技
術
に
つ
い
て
も
プ
ロ
セ
ス
検

討
を
進
め
、
研
究
開
発
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
た
。

油
化
技
術
は
廃
プ
ラ
や
廃
タ

イ
ヤ
な
ど
を
無
酸
素
条
件
下
で

高
温
で
熱
分
解
し
て
油
化
し
、

ナ
フ
サ
や
重
質
油
を
得
る
プ
ロ

セ
ス
。
油
化
設
備
の
建
設
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
も
の
の
、

エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
企

業
に
と
っ
て
は
既
存
の
石
化
設

備
を
活
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
化

学
品
に
付
加
価
値
が
つ
け
ら
れ

る
た
め
「
Ｃ
Ｒ
の
本
命
と
目
さ

れ
て
い
る
」（
旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
の
府
川
伊
三
郎
シ
ニ
ア
リ

サ
ー
チ
ャ
ー
）。

他
に
先
駆
け
て
同
技
術
の
実

用
化
に
踏
み
切
っ
た
の
が
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｆ
。
１８
年
１２
月
、
廃
プ
ラ
を

油
化
し
て
主
に
エ
チ
レ
ン
や
プ

ロ
ピ
レ
ン
を
生
成
す
る
「
Ｃ
ｈ

ｅ
ｍ
Ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
初
め
て
製
品
を
製

造
し
た
と
発
表
。
同
社
は
２５
年

ま
で
に
２５
万
�
の
再
生
材
を
利

用
す
る
目
標
を
掲
げ
る
。

ダ
ウ
も
３０
年
ま
で
に
１
０
０

万
�
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回

収
、
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
と
の
目
標
を
掲
げ
、
Ｃ
Ｒ
技

術
を
持
つ
英
ム
ラ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
と
提
携
。
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

や
シ
ェ
ル
、
ラ
イ
オ
ン
デ
ル
・

バ
セ
ル
な
ど
大
手
も
取
り
組
み

を
相
次
ぎ
発
表
し
て
い
る
。

油
化
技
術
で
生
成
さ
れ
た
熱

分
解
油
は
一
般
に
ナ
フ
サ
収
率

が
２０
〜
４０
％
程
度
に
留
ま
り
、

そ
の
他
、
灯
油
や
軽
油
、
重
油

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
現
状
で

は
ナ
フ
サ
収
率
が
低
い
こ
と
が

課
題
と
な
り
、
ナ
フ
サ
留
分
だ

け
求
め
る
の
で
は
リ
サ
イ
ク
ル

モ
デ
ル
と
し
て
は
不
十
分
だ
。

課
題
解
決
へ
石
精
と
連
携

こ
う
し
た
課
題
の
解
の
一
つ

が
石
油
精
製
と
の
連
携
。
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
と
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
７

月
末
、
三
菱
の
茨
城
事
業
所
に

数
十
億
円
を
投
じ
、
Ｃ
Ｒ
の
共

同
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
外
部
調
達
し
た
廃
プ
ラ

を
油
化
す
る
も
の
で
、
原
料
と

な
る
廃
プ
ラ
に
対
し
６
〜
８
割

程
度
の
熱
分
解
油
を
生
成
。
ナ

フ
サ
留
分
は
三
菱
の
ク
ラ
ッ
カ

ー
に
、
重
質
留
分
は
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
の
石
油
精
製
設
備
に
投
入
す

る
方
針
で
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

生
き
残
り
を
か
け
た
一
つ
の
モ

デ
ル
に
な
る
動
き
だ
。

一
方
、
欲
し
い
留
分
だ
け
を

選
択
的
に
抽
出
し
よ
う
と
の
技

術
開
発
も
進
む
。
住
友
化
学
と

室
蘭
工
業
大
が
進
め
る
の
が
触

媒
に
よ
る
オ
レ
フ
ィ
ン
化
プ
ロ

セ
ス
。ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（
Ｐ
Ｅ
）

や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｐ
Ｐ
）

を
主
成
分
と
し
た
廃
プ
ラ
を
熱

分
解
し
て
油
で
な
く
ガ
ス
化
す

る
技
術
で
、「
Ｃ
２

〜
Ｃ
５

留
分

を
高
収
率
で
獲
得
で
き
る
」（
同

社
）
技
術
と
し
て
３０
年
ま
で
の

商
業
化
を
図
る
。

ま
た
、現
状
、熱
分
解
プ
ロ
セ

ス
に
際
し
て
は
廃
プ
ラ
中
の
ク

ロ
ル
が
設
備
を
腐
食
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
塩
ビ
を
除
く
前

処
理
が
必
要
だ
。
そ
の
点
、
三

菱
が
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
し
た
ム

ラ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
の
技
術

は
高
温
高
圧
の
超
臨
界
水
の
中

で
廃
プ
ラ
を
分
解
す
る
も
の
で

塩
ビ
や
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
な
ど

有
機
物
の
処
理
も
で
き
る
と
み

て
技
術
改
良
を
進
め
て
い
く
。

マ
ス
バ
ラ
ン
ス
方
式
検
討

生
成
さ
れ
た
熱
分
解
油
は
、

ク
ラ
ッ
カ
ー
投
入
が
想
定
さ
れ

る
が
、
そ
の
後
に
生
産
さ
れ
た

誘
導
品
に
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル

と
し
て
の
付
加
価
値
を
つ
け
る

に
は
特
別
な
仕
組
み
が
必
要
と

な
る
。
そ
こ
で
各
社
が
採
用
を

検
討
す
る
の
が
マ
ス
バ
ラ
ン
ス

（
物
質
収
支
）
方
式
だ
。
石
油

由
来
原
料
と
廃
プ
ラ
由
来
の
リ

サ
イ
ク
ル
原
料
を
混
合
し
て
製

品
が
製
造
さ
れ
る
際
、
第
三
者

認
証
を
取
得
す
る
こ
と
で
使
用

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
の
割
合

を
任
意
の
製
品
へ
割
当
て
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

今
秋
、
大
阪
工
場
に
バ
イ
オ

マ
ス
ナ
フ
サ
を
導
入
す
る
計
画

の
三
井
化
学
は
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
技

術
を
取
り
入
れ
た
熱
分
解
設
備

の
建
設
を
検
討
。
こ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
生
産
さ
れ
る
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
を
ど
の
製
品
に
ど

の
割
合
で
適
用
す
る
か
、
専
門

チ
ー
ム
を
組
織
し
て
構
想
を
練

っ
て
い
る
。
三
菱
も
Ｃ
Ｒ
設
備

の
実
装
に
向
け
、
マ
ス
バ
ラ
ン

ス
の
導
入
を
想
定
し
て
い
る
。

ＩＨＩはアンモニアを燃料とする発

電技術の社会実装を推進する。大型の

商用石炭火力発電機を用いた実証試験を実

施しており、２０２４年度に２０％混焼を目指す。

液体アンモニアを用いたガスタービン実証

では７０％混焼に成功。これらの成果を踏ま

え２５年度にも商用石炭火力発電への混焼シ

ステムの採用およびアンモニア専焼ガスタ

ービンの商用化を目指す。アジア市場でマ

ーケティング活動も展開する方針で、ＧＥ

とは協業検討で合意している。（液体アンモ

ニアと天然ガス混焼ガスタービン）

２ スーパーエンプラで車用途開拓�住化

４ コロナワクチン原料で日本市場を開拓

５ 半導体デバイス材強化�パナソニック

１０ 中国石油・化学産業の収益がＶ字回復

７ 合成染料特集

「
気
候
変
動
対
策
推
進
の

た
め
の
有
識
者
会
議
」
の
第

５
回
会
合
が
３
日
に
首
相
官

邸
で
開
催
さ
れ
、
日
本
化
学

工
業
協
会
の
森
川
宏
平
会
長

ら
産
業
界
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
た
。
配
送
や
小

売
り
と
い
っ
た
消
費
者
に
身

近
な
業
界
の
ほ
か
、
鉄
鋼
や

化
学
と
い
っ
た
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
削
減
が
困
難

な
業
界
の
意
見
を
集
約
。
鉄

鋼
業
界
は
、
水
素
還
元
を
利

用
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・

ス
チ
ー
ル
」
の
実
現
に
は
膨

大
な
開
発
費
が
必
要
な
こ

と
、
化
学
業
界
は
「
炭
素
な

し
」
で
は
な
く
炭
素
の
循
環

利
用
を
目
指
す
べ
き
こ
と
な

ど
を
強
調
し
た
。

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

や
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）

の
導
入
と
い
っ
た
自
社
の
取

り
組
み
を
説
明
。
ま
た
商
用

Ｅ
Ｖ
の
普
及
を
加
速
さ
せ
る

た
め
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
バ
ッ

テ
リ
ー
Ｅ
Ｖ
の
導
入
を
求
め

た
。セ

ブ
ン
＆
ア
イ

ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
自
社
店
舗
の

屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
し
て
い
る
ほ
か
、
離
れ
た

場
所
か
ら
店
舗
に
太
陽
高
電

力
を
送
付
す
る
オ
フ
サ
イ
ト

型
の
電
力
販
売
契
約
（
Ｐ
Ｐ

Ａ
）
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
子
会
社
と
締

結
。日
本
初
の
試
み
と
い
う
。

日
本
製
鉄
は
、
鉄
鋼
業
界

の
脱
炭
素
達
成
の
手
段
と
し

て
「
高
炉
法
に
お
け
る
水
素

還
元
製
鉄
」
と
「
電
炉
法
に

よ
る
鋼
材
の
品
質
向
上
」
が

あ
る
が
、
国
の
支
援
や
社
会

全
体
で
の
コ
ス
ト
負
担
が
不

可
欠
だ
と
述
べ
た
。

森
川
会
長
は
、
地
表
の
炭

素
の
循
環
利
用
と
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
組
み
合
わ
せ

を
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

と
定
義
。
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
や
、
化
石
原
料
か
ら
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
に
切
り
替
え
た

製
造
で
、
政
府
目
標
に
貢
献

す
る
考
え
を
示
し
た
。

有
識
者
会
議
は
秋
ま
で
に

意
見
を
と
り
ま
と
め
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
や
地
球

温
暖
化
対
策
計
画
と
歩
調
を

合
わ
せ
、
国
民
の
意
識
改
革

な
ど
の
施
策
を
盛
り
込
む
方

針
。

�…「世の中の変
化に対応するため、

新たな社内システム

構築に数十億円を投

入し、ＤＸへの対応

を急いでい

る」と語る

のは、大阪

ソーダの寺

田 健 志 社

長。同社は

今年度から

の２年間の

中期経営計画で、新

たな企業文化・風土

の醸成を目指してい

る。中堅幹部や若手

社員の意見も積極的

に採り入れていく考

えで、「１０年後、２０年

後の若い世代のため

にも、しっかりデジ

タルのインフラを構

築していく」。

�…今期は、収益
認識基準の適用で売

上高は減少するが

「その分、利益率が

向上する」と前向き

に捉える。

そのうえで

「高い利益

率を維持し

ながら売上

高１０００億円

を回復した

い」と、規

模拡大にも意欲をみ

せる。「研究開発の

成果を早期に事業化

につなげていくこと

が課題だが、楽しみ

な案件も出てきた」

と手応えを掴んだ様

子。

脱
ハ
ン
コ
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
役

所
の
手
続
き
で
認
印
を
要
求
さ
れ
る

こ
と
が
減
っ
た
。
昨
年
９
月
に
河
野

太
郎
行
政
改
革
担
当
大
臣
が
ハ
ン
コ

廃
止
を
各
府
省
庁
に
要
請
し
た
こ
と

が
契
機
だ
。
印
鑑
登
録
を
し
て
い
な

い
認
印
に
よ
る
手
続
き
は
す
べ
て
廃

止
す
る
と
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
足
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
で
試
行
錯
誤
が
進
ん
だ
▼
き
ょ
う
８
月
５
日

は
「
ハ
ン
コ
の
日
」。全
日
本
印
章
業
組
合
連
合
会
が
１０

月
１
日
と
制
定
し
た
「
印
章
の
日
」
と
は
別
で
、
山
梨

県
甲
府
市
の
印
判
総
合
商
社
が
語
呂
合
わ
せ
で
制
定
し

た
。
手
彫
り
ハ
ン
コ
業
者
の
反
対
、
紙
の
需
要
減
少
と

い
っ
た
背
景
の
な
か
、
長
ら
く
続
い
た
日
本
の
ハ
ン
コ

文
化
に
変
革
の
時
が
来
た
▼
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
テ
レ

ワ
ー
ク
が
推
奨
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
流
れ
も
あ
り
民
間
企
業
で
も
ハ

ン
コ
廃
止
の
流
れ
が
加
速
し
た
。
も
と
も
と
印
鑑
は
中

国
や
韓
国
を
経
由
し
て
入
っ
て
き
た
。
そ
の
中
国
や
韓

国
は
、
す
で
に
印
鑑
認
証
か
ら
電
子
認
証
へ
の
転
換
を

果
た
し
つ
つ
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
大
き
な
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
▼
日
本
人
の
真
面
目
な
性
格
ゆ
え
、
な
か

な
か
変
え
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
の
か
。
テ
レ
ワ
ー
ク

が
普
及
し
な
け
れ
ば
脱
ハ
ン
コ
も
先
延
ば
し
に
な
っ
た

だ
ろ
う
。
終
盤
に
差
し
か
か
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
世
界
に
多
様
性
を
呼
び
掛
け
た
。
横
並
び
意
識
が
強

い
日
本
人
。
多
様
な
価
値
観
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
こ

れ
以
上
、世
界
に
遅
れ
を
と
ら
ぬ
よ
う
に
。（
２１
・
８
・
５
）

理
化
学
研
究
所
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
堅
牢
だ
が
容
易
に

離
脱
で
き
る
保
護
基
を
開
発

し
た
。
有
機
物
の
合
成
過
程

で
は
反
応
さ
せ
た
く
な
い
官

能
基
を
保
護
基
で
修
飾
す

る
。開
発
し
た
保
護
基
は
「
Ｅ

ｐ
ｏ
ｃ
基
」
の
状
態
で
は
確

実
に
反
応
基
を
守
り
つ
つ
、

役
目
を
終
え
れ
ば
簡
単
に
取

り
外
せ
る
。
室
温
で
１０
分
間
、

金
触
媒
に
反
応
さ
せ
る
と
塩

基
性
に
対
し
て
不
安
定
な

「
Ｈ
ｍ
ｏ
ｃ
基
」に
変
化
、マ

イ
ル
ド
な
弱
塩
基
環
境
下
で

も
外
れ
や
す
く
な
り
、
保
護

し
て
い
た
官
能
基
の
活
性
が

復
活
す
る
。
複
雑
な
反
応
を

繰
り
返
し
て
作
り
込
む
高
次

元
な
有
機
化
合
物
の
合
成
で

威
力
を
発
揮
す
る
と
期
待
さ

れ
る
。
患
部
に
到
着
し
た
後

に
薬
効
を
発
現
さ
せ
る
プ
ロ

ド
ラ
ッ
ク
や
バ
イ
オ
マ
テ
リ

ア
ル
へ
の
応
用
も
見
込
む
。

田
中
克
典
主
任
研
究
員

（
東
京
工
業
大
学
教
授
）、山

本
智
也
特
別
研
究
員
ら
が
開

発
し
た
保
護
基
は
安
定
し
た

Ｅ
ｐ
ｏ
ｃ
基
か
ら
不
安
定
な

Ｈ
ｍ
ｏ
ｃ
基
に
変
わ
る
。
金

触
媒
に
よ
る
反
応
を
介
し
て

優
れ
た
保
護
と
離
脱
性
を
兼

備
し
た
。
Ｅ
ｐ
ｏ
ｃ
基
で
は

既
存
の
保
護
基
を
外
す
際
に

用
い
る
強
酸
や
強
塩
基
、
ヒ

ド
ラ
ジ
ン
や
パ
ラ
ジ
ウ
ム
触

媒
な
ど
の
影
響
を
受
け
な

い
。
ま
た
、
官
能
基
か
ら
外

れ
や
す
い
Ｈ
ｍ
ｏ
ｃ
基
は
水

中
で
集
ま
り
や
す
い
性
質
が

あ
り
、
生
体
内
で
の
バ
イ
オ

マ
テ
リ
ア
ル
構
築
な
ど
に
も

応
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。

主なケミカルリサイクルの手法や特徴

導入を進める

主な海外勢

ＢＡＳＦ、ダウ、

ライオンデル

・バセル、ＳＡ

ＢＩＣ、ボレ

アリス、シェル

ループ・イン

ダストリー

ズ、アジリッ

クス、パイロ

ウェーブ

エネルケム、

エア・リキード、

ヌーリオン

出所：旭リサーチセンター、経済産業省のレポート、資料などを基に
本紙が作成

想定される設備

規模

（年間処理量）

２万～１０万㌧

数千～２万㌧

５万～１０万㌧超

課題

既存技術では

ナフサ収率が

低い。設備を

腐食させない

ため塩ビは前

処理が必要

現状ではＰＥ

ＴやＰＳなど

に限られる。

分解温度が高

いＰＰやＰＥ

は不向き

純酸素コスト

が高い。ガス

化にエネルギ

ーが必要で

ＣＯ２が副生

する

特徴

廃プラを無酸素条件下

の高温で熱分解して熱

分解油を生成し、それ

を原料に化学品を製

造。熱分解油は既存の

石化設備で利用可能

廃プラを熱分解、メタ

ノール分解、グリコー

ル分解で解重合してモ

ノマーに戻し、再度重

合して同じポリマーを

製造

混合プラを有酸素条件

下で熱分解して合成ガ

スを生成し化学品を製

造。原料となる廃プラ

の条件が緩く、木質バ

イオマスなど混合原料

が使用可能。塩ビの前

処理不要

手
法

熱
分
解（
油
化
）

熱
分
解（
解
重
合
）

ガ
ス
化

アンモニア発電技術、
社会実装へ�着々� ９

東
洋
炭
素
、燃
料
電
池
向
け
量
産

東
洋
炭
素
、燃
料
電
池
向
け
量
産

ま
ず
商
用
車
へ

高
出
力
・
高
耐
久

次世代型触媒担体

クノーベルは孔と孔がつながっ
た（連通孔）構造を有する

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
②

「緑のコンビナート」実現のカギ

「
油
化
技
術
」計
画
を
本
命
視

�
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